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論文内容の要旨
インド‘半島向-西部の原生代クaラニュライト相テレーン中に分布するアルカリ花商岩岩体，関長岩岩体お
よび斜長岩岩体は，汎アフリカ期のゴンドワナ超大陸分裂と関わりが深い非造山期珪長質火成作用の重要
な情報を保有する。本研究では，これらの岩体のt;-石学・地球化学・同位体岩石学的検討を行い南インド
のグラニュライト相テレーン形成に関連した後造構期珪長質火成作用の空間的性質の理解，在確な年代決
定および、変成作用との関連併を考察したc その結果以下の事実が解ったυ
1.主要・微量組成の特徴から，上述の岩休を構成する花向宕質岩類はアルミナAタイプ花開岩類である。
また花商岩質岩類は，高い全Fe203.イ丘し、CaO.地0と低い昭{ι 中程度:のTi02/Mgu比を持ち， Ga. Zr. 
Zn. Y. Nbに富んでいる。さらに.般的なAタイプ花商岩類よりRb含有景が低いほか.LILEが低く微
量元素やLREEが多い。
2 _ Rb-Sr全岩アイソクロン法はどによる年代測定は，一般に 5--7億年前の火成作岡の年代値を示す。
3.アルミナAタイプ花筒岩類のほマグマは水に飽和せず，酸化状態下で-1000"C・-4-8kbarの条件で、形
成され. f部地殻に貫人した。
4. Aタイプ花向岩マグマが努断帯形成時に切断帯に沿って上昇し勇断運動後に固結したむ
5. これらのAタイプ花岡岩質岩類は下部地殻または上部マントルから供給されたチャーノッカイト質
(Cタイプ)マグマが起源であり，それが分別結晶作附または部分抗融が単独にあるいは両者が連動
して作用することによってAタイプマグマが形成された。
6.閃長岩とパイロクシナイトは液相不混和によって形成された3
7. ゴンドワナにおける汎アフリカ期珪長質火成作用区を新しく設定した。これは汎アフリカ期のゴンド
ワナダイナミクスを知る上での重要な指標となりゴンドワナ断片地域の対比やテクトニクス解明に非
常'に有主主である。
論文審査の結果の要旨
本論文は3部で構成されている。第一部は導入部である。本研究の研究方法とその評{ili. Aタイプマグ
マ及びCタイプマグマに関する最近の即E解と問題点，及び
4要E芸-な新しい文献が引μ凶Jされ.全体としてよいレビ、ューとなっている。
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第一部は.r有インドの各地に産1¥するノξンアフリカ期のアルカリ/カルクアルカリ Aタイプ花筒宕質岩
類のうち代表的な 6宥体についての記載ι形成機構についての考察であるc 各岩体の産状，岩石学，地
球化学的特徴を明らかにし南インドのこれらの岩体のマグマは.巾~深部地殻において水に不飽和な高
温の状態で生成したと結論した。また，それらの産山が.cタイプ花尚古ーであるとチュルノカイトと密接
に伴いあうことを示し.そのことから，うえのAタイプ花岡岩質岩類は.cタイプチャルノカイトの形成
事件に引き続いて，その部分溶融によって形成したと推定した。記載は詳細i正確であり，考察は注意深く
なされ，興味ある結論が得られている。
第三部は，当時の南インドがその一部であったゴンドワナ超大陸の中での同様の火成活動を概観し.4:
研究で明らかにされた南インドのAタイプ花商岩質岩煩の形成機構が，同様に広くゴンドワナ超大陸の火
成活動にも適用されることを示した。そして，パンアフリカ期超大陸の集合と再変動テクトニクスのなか
におけるAタイプおよびCタイプ火成活動の発生モデルが提案された。とくに.AタイプマグマとCタイ
プマグマの成因的関係、は.火成岩石学にとって大きな問題であり，木研究成果は注目に値する。
以上のように本論文は，南インド‘のパンアフリカ期Aタイプ花尚岩質岩類について詳しく新しいデータ
を提供するとともに，その成因.ゴンドワナ超大陸の集合テクトニクスとの関連など，興味あるモデルを
示した。今後の関連分野の研究の進展に大きく資するものである。よって本論文の著者は，博士(国.学)
の学位を授与されるに値すると審査された。
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